
04/11/24 国語科の授業～先生方のイイね㉝～ 

随筆(エッセイ)を味わい、読書に親しむ態度を育てたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 16 日(水)、山川志穂先生が授業を公開しました(２

年５組)。本時は、向田邦子さんの随筆「字のない葉書」のク

ライマックスシーンで、「父への想い」を捉え、生徒が筆者の

気持ちに寄り添い、考えをまとめていく時間となりました。 

 志穂先生の授業で大変参考になったのは単元デザインで

す。図１に示されているように、志穂先生の単元デザインを問

いサポ P.18 と照らし合わせてみると見事に一致(^^)/ 

単元や題材のまとまりを設定し、指導内容のつながりを意

識しながら、効果的に学習を展開する授業デザインがなされ

ていたと思います。 

以下は、授業を参観したバディの唯先生からの感想です。 

① 生徒は、第２時、第３時で読み取った、筆者の父親への気

持ちや父親の人柄を、手紙という形式で表現できるように

なった。また、筆者の気持ちを想像しながら筆者になりき

って手紙を書くため、気持ちを想像することができるよう

になった。 

② 本時は、どちらかというと自力解決の授業で、生徒は手紙

を書くという言語活動を通して、自身が読み取った父親の

人柄や、筆者の気持ちを表現していた。次時は、他者と交

流をする活動を取り入れることで、生徒が描写の違いを比

較したり、考えを広げたりし、言葉の見方・考え方を価値

付ける姿が期待できそうである。 

図１ 本単元×生徒が「問い」をもち言語能力を発揮する「単元づくり」を（問いサポ P.18） 
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